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作問指導を通 した理科授業の 学習効果
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は じめ に

　問題 を作 る こ とに関する学習指導い わゆる作問

指導に関して は，数学科に お い て は数多くの 報告

が なされて い る （例 えば ， 子供が問題をつ くる

1999
， 東洋館出版）．また，コ ン ピュ

ー
タを用い た

作問 の 学習モ デ ル と して の 報告 もな され て い る

（例えば横山ら 2007，な ど）．そ の 開発 ・支援例

も算数 ・数学が 例とな っ て い る．理 科に お ける作

問 に 関す る報告は ほ とん ど見られない ．

　また，思 考力，判断九 表現力の 育成は，新学

習指導要領に お い て も中心的な位買づ けとなっ て

お り， 習得 した知識の活用を通 して，より高め ら

れてい くもの で あ る．PISA 調査にお い て ，読解力

や記述式問題に対する力不足 の 指摘 もあ り，言語

活動の 充実とともに，思考九 判断九 表現力の

育成が望まれて い る．

　そ の よ うな中で ， 筆者 らは 理科学習にお い て，

学習者が問題 作成を行 うとい う学習活動 を通 して，

学習者に どの よ うな学習効果が得られ る の か とい

う実践研究を進め て い る．作成する問題は，理科

で学習 した内容を単に問 うもの で はなく， ある場

面を設定 し，それ を解決 して い くための 方法を答

えるもの とした．こ の よ うな問題を筆者 らは場面

解決型問題 と名づ け実践研究を進めて い る，

　その 結果 ， 学習者 自身が場面解決型の問題 を作

成し，学習者相互 によっ て 問題を解くとい う授業

を導入する こ とによ り， 学習効果感が見られる と

い う検証結果 の 報告を行 っ た （平田，松本2009）．

　今回は，問題 を作る際に，解答が作成者 の 考え

て い る方向へ と導か れ るよ うな作問を行 うこ とが

で きた か どうか ， 問題作成時 に おける推敲 ， 相互

指摘が うまく働き，条件付けが的確になされ る こ

とにっ なが っ た か どうか
， につ い て報告 を行 う．

実践の手1幀
・対象 ・μ寺期

　大阪教育大学附属池N 中倒 交2 年生を対象 に，

2009年度に実施 した．実験群 として 1ク ラ ス を設

定し，作問指導を通した 理科学習を行っ た．実験

群の ク ラス と学習成績 の 差異の 無か っ たク ラ ス を

統制群とした．

・授業計画

　問題試案作成，推敲，問題作成 相互解答，と

い っ た場面解決型問題 を導入 した授業を実験群に

対 して行 っ た．
・授業実施後

　授業後，定期 テ ス トにお い て 作間を必 要 とする

問題を出題 し，分析 を行 っ た．

結果

　授業実施後に行っ た作問に関する問題は，教師

側が答えを指定 し， その答えを導くため の問題づ

くりとなるよ うな問い を設定 した．こ の 問題 の 正

答者数につ い て，実験群と統制群につ い て 正答者

と誤答者を集計 した．そ の 結果 の 表を以下に示す．

表　授業実施後の 作問を必要 と する問題 の 正

　　誤人数 （上 段 実測 人数［人］、下段期待値）

正 答人 数 誤答人数

実験群

n＝35

統制群

n＝ 78

　 2317

．81

　 3439
．19

　 1217
，19

　 4337
．81

　こ の 結果か ら， Z2 検定を行 うと， κ
2
（1）−4．475

で あ り，5％未満 の 有意差が認め られた．
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